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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究では，まず単文の日英文パターン辞書を用いて日英パターン翻訳を行い， 文法構造
を英語に近づける．この日英文パターンが持つ大局的な文法情報を用いることで N-gram
モデルにおける局所的な構文問題が解消できると考えた．そして出力文に対し，統計翻訳
でさらに英英翻訳を行う．この処理により，局所的な修正を行うことで翻訳精度が向上す
ると考えた．実験の結果，従来の日英統計翻訳システムと比べて提案手法のシステムでは，
文パターンの文法情報が多く残されている場合に翻訳精度が高く，有効性が 確認出来た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
We have developed a two-stage machine translation (MT) system. The first stage is a 
rule-based machine translation system. The second stage is a normal statistical 
machine translation system. For Japanese-English machine translation, first, we used 
a Japanese-English rule-based MT, and we obtained "ENGLISH" sentences from 
Japanese sentences. Second, we used a standard statistical machine translation. This 
means that we translated "ENGLISH" to English machine translation. We believe this 
method has two advantages. One is that there are fewer unknown words. The other is 
that it produces structured or grammatically correct sentences. From the results of 
experiments, our proposed method was effective for the Janpanese to English machine 
translation. 
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１．研究開始当初の背景 
 
結合価パターン方式では，助詞や助動詞を用
いて表される主体的表現の部分は分離して
処理しなければならないため，それらの持つ
非線形な意味が失われるという問題がある．
この問題を解決するために，CREST の研究
費をもらって，重文複文を対象として，表現
意味辞書を研究開発した．用例数が２５万文，
パターン数は，３０万パターンに達する．ま
た，最終的な被覆率は 80％となった． 
 
２．研究の目的 
 
CREST の研究費をもらって表現意味辞書を
研究開発したが，この対象は重文複文であっ
た．しかし，この技術は単文にも応用できる．
そこで日本語単文を対象に，その内容（意味）
を取り出し，変換，加工するための意味解析
基盤技術を確立する．また，その応用例とし
て，意味的等価変換方式に適用し効果を確認
する． 
 
（１）「文型パターン辞書」の研究開発 
（２）文型パターン辞書の縮退化 
（３）文型パターン辞書の意味類型化 
（４）適合パターン選択方式の確立 
（５）意味的等価変換方式への適用実験 
 
３．研究の方法 
  
１．文型パターン辞書の研究開発 
 
日英単文の対訳コーパス 40 万件を対象に単
文パターン化を行い，昨年度の結果と組み合
わせて，単文パターン辞書を作成する．単文
対訳こー端からのパターン作成の手順はお
およそ以下の通りである． 
 
（１）単文抽出と対訳標本の抽出 
（２）単文文型パターン化方法の検討と設計 
（３）汎化作業支援プログラムの作成 
（４）単文対訳標本の汎化作業 
（５）単文パターン辞書の評価と改良 
  
 ３．文型パターン辞書の意味類型化 
 「意味類型化」は，文型パターンを意味に
よって分類することであるが，各文型パター
ンの意味を概念（真理項と呼ぶ）を用いて定
義することができれば，文型パターンの意味
分類は可能となる．そこで，本研究では，単
文の意味分類体系を作成し，１で作成し，２

で縮退化した「文型パターン辞書」の各パタ
ーンに対して，意味分類コードを付与する． 
（１）意味類型化方式の設計    
（２）文型パターン辞書の意味類型化 
（３）意味検索プログラムの設計と試作 
（４）意味類型パターンの改良 
 
４．研究成果 
 
作成した単文パターンを利用して日英翻訳
システムを試作した．まず，本研究では日本
語-英語間における大きく異なる文法構造に
着目し,まずパターン翻訳を行うことで文法
構造を 英語に近づけた．次に統計翻訳を行
うことで文法構造に対し,局所的な修正を行
う手法を提案した.実験の結果, 日英文パタ
ーン辞書における変数の個数が少ない場合
に は,翻訳精度が向上した.今後は，より精度
の高いパターンの作成を試みる． 
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